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研究概要
当教室では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これま
でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工学に
よる椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明及び脊髄前角細
胞の電気生理学的作用の解明，脊柱靱帯骨化症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現
在，人々は生活の質の改善を求めており，運動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に
応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研究・開発にも力を注いでいる。また，形成外科・手の外科分野においても微小血
管外科やキーンベック病に関する報告を数多く行っている。

以下にその詳細を列挙する。
1 ． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究
 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究
 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究
 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析
 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究
 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究
 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究
 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究
 パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究
 パッチクランプ法を用いた脊髄前角細胞に対する虚血負荷に対する検討
 パッチクランプ法を用いた運動ニューロンの電気生理学的作用の研究
 焼成骨（ true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究
 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究
2 ． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究
 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究
 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究
 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究
3 ． 骨形成タンパク (0P-1) の臨床応用に関する研究
 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究
 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究
4 ． その他
 キ - ンベック病に関する臨床的研究
 マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究
 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究
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Annual Meeting of Taiwan Orthopaedic Association , 2010、 November 4-7 , Taipei-Taiwan

3. Yoshida M: Indications and Clinical Outcomes of Microendoscopic Spinal Surgery in the Elderly. Combined Meeting of PASMISS

and WENMISS 2010, 2010.8.12-14． Taipei-Taiwan. 

4. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症の自然経過からみた治療法の選択　 3 医師会学術講演会 田辺市， 2010.2 田辺市・日高・西牟婁郡　　

5. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症の多様性と内視鏡手術．総合南東北病院メディカルカンファレンス　 2010.6 福島県郡山市

6. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症ならびに腰椎椎間板ヘルニアの治療方針．信原病院講演会　 2010.7 兵庫県たつの市

7. 吉田宗人：脊椎疾患に対する観血的治療と保存治療．FTEX 第 13回全体研修会　 2010.9 大阪市

8. 吉田宗人：腰部神経根障害の多様性と内視鏡的アプローチ. 　平成 22年度広島大学整形外科学教室同門会教育研修会2010.12

9. 谷口泰徳：マイクロサージャリーによる四肢再建のあれこれ．第102 回和歌山臨床整形外科医会　研修会， 2010.11.　和歌山市

10.
谷口泰徳：キーンベック病の手術の適応について．第27回中部日本手の外科研究会，2010.1.　大阪

11.

安藤宗治：腰椎変性すべり症の診断と治療（神経学的診断、PLF ） AOSpine Local Seminar Osaka 、 2010.8.10 　大阪

12.

安藤宗治：ロコモーティブシンドロームと腰痛（各論）骨と関節の日講演会、2010.10.3 　和歌山

13.
山田宏，吉田宗人，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，岩﨑博，筒井俊二，岡田基宏，木岡雅彦：腰椎椎間孔部狭窄症の神経圧迫様式

からみた手術術式の再考．. 第 83回日本整形外科学会学術総会，2010.5.27-30.東京

14.
山田宏，吉田宗人，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，木岡雅彦，石元優々，長田圭司，瀧口登，籠谷良平：腰仙

椎移行部外側狭窄に対する脊椎内視鏡手術の実際．. 第 13回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学会，2010.11.27.神戸市

15.
山田宏：腰部脊柱管狭窄症における脊柱管外病変の診断．大阪臨床整形外科医会研修会，2010.1.30.大阪市

16.
山田宏：ロコモティブシンドローム( 総論 ). 市民公開講座　最新の医療カンファランス， 2010.6.10.和歌山市

17.
山田宏：腰部脊柱管狭窄における外側病変の診断. 第１回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー，2010.6.11.和歌山市

18.
山田宏： 1.Natural courses　 2.MIS2 (MED) ． AOSpine Local Seminar in lumbar degenerative spondylolisthesis: Diagnosis &

Treatment ， 2010． 8.7. 大阪市

19.
山田宏：ロコモティブシンドローム・腰痛　総論 . 骨と関節の日記念事業，2010.10.3.和歌山市

20.
山田宏： Failed back surgery syndrome を防ぐための腰椎外側病変の診断と治療. 第 79回かきねの会， 2010.10.30.和歌山市

21.
山田宏： 腰椎椎間孔狭窄について．第 50回新潟脊椎外科研究会，2010.11.6.新潟市

22.

山田宏：整形外科の立場からみた脊柱管狭窄症の診断と治療-DISTOプロジェクト (lumbar Spinal Stenosis Diagnosis Support Tool



Project)を含めて- 2010.11.11. 大阪市

23.
橋爪洋：肢体不自由の障害認定の取扱いについて—整形外科疾患・外傷による障害を診断する際の注意点．和歌山県身障指定医研修会．

2010．和歌山市

24.
橋爪洋：後縦靭帯骨化症  (0PLL) について．後縦靭帯骨化症医療相談会．2010． 2 ．和歌山市

25.

橋爪洋：腰痛のお話．介護予防のまちづくり講演会．2010． 6 ．橋本市

26.

橋爪洋：肩こりってなに？久光製薬講演会．2010． 10．和歌山市

27.

橋爪洋：骨を守りましょう！骨ケアフェスタ和歌山．2010． 12．和歌山市

28.

南出晃人：日常診療で遭遇する腰痛の診断と治療. 和歌山市医師会内科部会. 2010. 2.4. 和歌山市

29.

南出晃人：脊椎変性疾患に対する脊椎内視鏡手術の実際. 第 41回秋田県脊椎脊髄病研究会. 2010. 3. 27. 秋田市

30.

南出晃人 , 吉田宗人 , 山田宏 , 橋爪洋 , 中川幸洋 , 西秀人 , 河合将紀 , 岩崎博 , 筒井俊二 , 岡田基宏 , 木岡雅彦 , 石元

優々 , 長田圭司, 瀧口登：高齢者脊椎疾患に対する手術戦略　頸椎症性脊髄症高齢者の頸椎症性脊髄症に対する内視鏡下後方除圧術

の有用性の検討 . 第 39回日本脊椎脊髄病学会. 2010. 4. 22-24. 高知市

31.

南出晃人：腰痛の治療 . LBP Seminar in Wakayama 2010. 2010. 6.10. 和歌山市

32.

南出晃人：高齢者脊椎疾患に伴う運動器不安定症－骨粗鬆症について. 田辺市日高西牟婁郡三医師会学術講演会. 2010. 6.24. 田辺市

33.

南出晃人、吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症の自然経過. 第 23回日本臨床席計外科学会学術集会. 2010. 7. 18-19. 神奈川

34.

南出晃人：腰部脊柱管狭窄症の病態と治療. 海南医師会学術講演会. 2010. 11. 6. 海南市

35.

中川幸洋，吉田宗人，山田宏，橋爪洋，南出晃人，西秀人，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，岡田基宏，木岡雅彦，石元優々，長田圭司，瀧口

登：高齢者の腰部脊柱管狭窄症患者に対する後方内視鏡下除圧術．第39回日本脊椎脊髄病学会，2010.4.22-24 ．高知

36.

中川幸洋，吉田宗人，南出晃人，河合将紀，麻殖生和博，山田宏，橋爪洋，岩崎博，筒井俊二，岡田基宏，木岡雅彦：頚椎部内視鏡手術の将

来展望と限界．第83回日本整形外科学会学術総会，2010.5.27-30 ．東京

37.

中川幸洋，安藤宗治，玉置哲也，山田宏，岩崎博，筒井俊二，岡田基宏，橋爪洋，南出晃人，河合将紀，吉田宗人：術中脊髄機能モニタリン

グの現状と課題．第83回日本整形外科学会学術総会，2010.5. 27-30．東京

38.
中川幸洋：腰部脊柱管狭窄症に対する後方内視鏡下除圧術　―片側進入両側除圧のポイント―．第 1 回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー，

2010.6.11 ．和歌山市

39.
中川幸洋：手術手技レクチャー　腰椎内視鏡手術―腰部脊柱管狭窄症―　内視鏡下腰椎後方除圧術（脊柱管内除圧）．第1 回和歌の浦低侵襲



脊椎外科セミナー， 2010.6.12 ．和歌山市

40.

南晋司、吉田宗人：関節リウマチに対する人工関節置換術．日本リウマチ友の会50周年記念事業， 2010.11.21，和歌山市

41.
南晋司：関節リウマチの治療．海南市薬剤師会，2010.10.29，海南市

42.

野村和教：職場における腰痛. 　平成 22年度和歌山市医師会産業医部会総会特別講演，2010.6.5．和歌山

43.
中根康博：肩の機能診断と鏡視下手術－いまと今後の展望－. 第 100 回和歌山臨床整形外科医会研修会,2010.4.24．和歌山

44.
中根康博：肩関節鏡手術の現状と問題点．第1 回和歌山肩人会　 MITEK共催， 2010.5.15 ．和歌山

45.
納田和博、松崎交作、船岡信彦、遠藤徹、平一裕、延与良夫、北野岳史：人工股関節置換術後の静脈血栓塞栓症に対するエノキサパリンによ

る予防効果の検討．わかやま 整形外科  VTE フォーラム , 2010.9．和歌山

46.
納田和博： MIS-THA の現状 . 平成 21年度和歌山県立医科大学整形外科同門会総会， 2010.11．和歌山

c) 全国学会
1. 谷口泰徳、北野岳史、浅井宣樹、下江隆司、岩田勝栄、吉田宗人：内上顆切除後に著明な破壊性肘関節症を来した症例．22回日本肘関

節学会， 2010.2 ．埼玉市

2. 谷口泰徳、北野岳史、下江隆司、吉田宗人：バネ指手術による医原性末梢神経損傷例の検討．第53回日本形成外科学会，

2010.4 ．金沢市

3. 谷口泰徳、北野岳史、浅井宣樹、下江隆司、吉田宗人：変形性遠位橈尺関節症に合併した伸筋腱皮下断裂のX線画像上の危険因子．第

53回日本手の外科学会， 2010.4 ．新潟市

4. 谷口泰徳、北野岳史、浅井宣樹、下江隆司、吉田宗人：変形性遠位橈尺関節症に合併した伸筋腱皮下断裂のX線画像上の危険因子．第

83回日本整形外科学会学術総会，2010.5 ．東京

5. 谷口泰徳、北野岳史、下江隆司、山中学、吉田宗人：皮弁による膝関節部周囲皮膚欠損の再建．第37回日本マイクロサージャリー学会，

2010.11．名古屋

6. 安藤宗治 , 玉置哲也 , 麻殖生和博 , 峠康 , 山崎悟 , 北野岳史 , 太田泰宏 , 岡田紗枝 , 佐々木俊二 , 吉田宗人： HA ス

ペーサーを使用した棘突起縦割式頸椎椎弓形成術の問題点．第 39回日本脊椎脊髄病学会、2010.4. 高知

7. 安藤宗治 , 玉置哲也 , 麻殖生和博 , 峠康 , 山崎悟 , 北野岳史 , 太田泰宏 , 岡田紗枝 , 佐々木俊二 , 吉田宗人：当科で施

行した術中脊髄機能モニタリングの検討．第39回日本脊椎脊髄病学会、2010.4. 高知

8. 松山幸弘, 四宮謙一, 安藤宗治, 川端茂徳, 小島宗紀, 齋藤貴徳, 滝徳宗 , 谷口慎一郎 , 山本直也, 伊藤全哉, 谷俊一：

脊椎脊髄手術の安全対策難治例に対する術中脊髄モニタリング　脊椎脊髄病学会モニタリング委員会による前向き多施設調査．第39

回日本脊椎脊髄病学会、2010.4. 高知

9. 松山幸弘, 四宮謙一, 安藤宗治, 川端茂徳, 寒竹司 , 齋藤貴徳, 谷口慎一郎 , 山本直也, 伊藤全哉, 里見和彦, 谷俊一：

術中脊髄機能モニタリングの有用性と課題 術中脊髄モニタリング、最近の知見と進歩　脊椎脊髄病学会モニタリング委員会による前向

き多施設調査．第83回日本整形外科学会、2010.5. 東京

10.
山田宏，吉田宗人，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，岩﨑博，筒井俊二，岡田基宏，木岡雅彦，石元優々，長田圭司，瀧口登：脊柱

管外狭窄病変は無症候性が多いというのは事実か？．第39回日本脊椎脊髄病学会，2010.4.22-24 ．高知市

11.



山田宏，吉田宗人，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，延與良夫, 遠藤徹，野村和教，中尾慎一：第5 腰神経の

ダブルクラッシュ症候群．第39回日本脊椎脊髄病学会，2010.4.22-24 ．高知市

12.
山田宏，吉田宗人，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，岩﨑博，筒井俊二，木岡雅彦，岡田基宏，　石元優々，長田圭司，瀧口登：

L5-S1 腰椎椎間孔部狭窄症の手術術式の再考．第39回日本脊椎脊髄病学会，2010.4.22-24 ．高知市

13.
山田宏，吉田宗人，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，岩﨑博，筒井俊二，岡田基宏，木岡雅彦，　 石元優々，長田圭司，瀧口登，遠

藤徹，中村靖司：腰仙椎移行部の椎間孔外狭窄における腰仙靭帯の関与について－解剖学的および病理組織学的検討－．第25回日本整

形外科学会基礎学術集会，  2010.10.14-15．京都市

14.

橋爪洋、吉田宗人、山田宏、南出晃人、中川幸洋、西秀人、河合将紀、岩﨑博、筒井俊二、岡田基宏、木岡雅彦、石元優々、長田圭司、瀧口

登：複数病変手術における合併症対策　—脊椎内視鏡の有用性について．第 39回日本脊椎脊髄病学会、2010.4, 高知市

15.
橋爪洋、吉田宗人、山田宏、南出晃人、中川幸洋、河合将紀、岩崎博、筒井俊二、木岡雅彦、石元優々、長田圭司：頚椎・腰椎同時手術にお

ける合併症対策　—脊椎内視鏡の有用性について．第 83回日本整形外科学会学術総会．2010.5, 東京

16.

南出晃人 , 吉田宗人 , 山田宏 , 橋爪洋 , 中川幸洋 , 西秀人 , 河合将紀 , 岩崎博 , 筒井俊二 , 岡田基宏 , 木岡雅彦 , 石元

優々 , 長田圭司 , 瀧口登：腰椎変性すべり症に対する内視鏡下除圧術と固定術の臨床成績の比較. 第 39回日本脊椎脊髄病学

会 . 2010. 4. 22-24. 高知市

17.

南出晃人 , 吉田宗人 , 山田宏 , 橋爪洋 , 中川幸洋 , 西秀人 , 河合将紀 , 岩崎博 , 筒井俊二 , 岡田基宏 , 木岡雅彦 , 石元

優々 , 長田圭司 , 瀧口登：腰椎変性すべり症に対する手術方法別による臨床成績の比較－内視鏡下除圧術と固定術. 第 83回日

本整形外科学会学術総会. 2010. 5. 27-30. 東京

18.
南出晃人, 吉田宗人, 山田宏 , 橋爪洋 , 中川幸洋, 岩崎博 , 筒井俊二, 岡田基宏, 河合将紀：腰椎変性すべり症に対する固定

術の有用性‐固定術と非固定術の比較. 第 19回日本脊椎インストゥルメンテーション学会. 2010. 10. 28-29. 札幌市

19.
西秀人、吉田宗人、川上守、山田宏、橋爪洋、南出晃人、中川幸洋、河合将紀、岩崎博、筒井俊二：当院における化膿性脊椎炎の臨床像の推

移について．第 39回日本脊椎脊髄病学会．2010.4.24 ．高知　

20.
南晋司，中谷如希、坂田亮介、宮崎展行、綿貫匡則、中谷匡登、三宅悠介、吉田宗人：人工膝関節置換術後に踵骨骨折を生じた3 症例．第

2 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会，2010.7.2-4，沖縄

21.
南晋司、綿貫匡則、宮崎展行、中谷正登、坂田亮介、三宅悠介、吉田宗人、神波信次：深部静脈血栓症にて初発した仙骨軟骨肉腫の１例．第

43回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会， 2010.7.15-16 ，東京

22.
南晋司、坂田亮介、宮崎展行、中谷匡登､三宅悠介、吉田宗人：人工骨頭高位脱臼に対し人工股関節置換術を施行した一例．第 37回日本股

関節学会， 2010.10.1-2 ，福岡

23.
河合将紀 , 吉田宗人 , 山田宏 , 橋爪洋 , 南出晃人 , 中川幸洋 , 岩崎博 , 筒井俊二 , 木岡雅彦 , 石元優々 , 長田圭司 , 野村

和教 , 中尾慎一：胸椎黄色靭帯骨化症に対する内視鏡下骨化摘出術の短期成績．第 39回日本脊椎脊髄病学会学術集会，2010.4.22-
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114 回中部日本整形外科災害外科学会，2010.4.9．名古屋市

2. 山田宏，吉田宗人，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀：腰椎変性側彎に伴うfar-out syndromeに対する脊椎内視鏡手術の中期臨

床成績．第 115 回中部日本整形外科災害外科学会，2010.10.8 ．大阪市

3. 橋爪洋、 吉田宗人、 西秀人、 山田宏、 岩﨑博：化膿性脊椎炎起因菌不明例の検討．第 115 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集

会． 2010.10, 大阪

4. 松本卓二, 西山大介, 寺口真年, 濱崎広洋：大腿骨近位部骨折におけるエノキサパリンおよびフォンダパリヌクスの周術期d-dimer

値の検討 . 第 115 回中部日本整形外科災害外科学会,2010.10.9.大阪

5. 南出晃人 , 吉田宗人 , 山田宏 , 中川幸洋 , 河合将紀 , 橋爪洋：頸部脊髄症患者に対する内視鏡下頸椎後方除圧術の臨床成績.

第 115 回中部日本整形外科災害外科学会学術集会. 2010. 10. 8-9. 大阪市

6. 中川幸洋，吉田宗人，河合将紀，南出晃人，山田宏，麻殖生和博：腰椎正中型巨大終板障害に対する後方内視鏡下除圧術．第114 回

中部日本整形外科災害外科学会学術集会，2010.4.9-10 ．名古屋市

7. 西秀人、阿部唯一、山田宏、橋爪洋、南出晃人、中川幸洋、河合将紀、岩崎博、筒井俊二、岡田基宏、木岡雅彦、長田圭司、石元優々、

瀧口登、吉田宗人、延与良夫、中根康博、川上守：頚椎外傷に続発した頚椎化膿性脊椎炎の1 例．和歌山県整形外科医会．

2010.2.28

8. 西秀人、阿部唯一、宮本選、中敏夫、山田宏、橋爪洋、南出晃人、中川幸洋、河合将紀、岩崎博、筒井俊二、岡田基宏、木岡雅彦、石

元優々、長田圭司、瀧口登、吉田宗人 ：脊髄硬膜外血腫 5 例の検討．和歌山救急医療研究会．2010.9.12

9. 西秀人、橋爪洋、岩崎博、山田宏、吉田宗人：化膿性脊椎炎における易感染性宿主の検討．第115 回中部日本整形外科災害外科学会

学術集会 . 2010. 10. 8-9. 大阪市

10.

岩﨑博 , 吉田宗人 , 山田宏 , 橋爪洋 , 南出晃人 , 遠藤徹：腰椎内視鏡視下手術の有用性　－ BMIと術中出血量・手術時間の関

係－　 第 114 回中部日本整形外科災害外科学会，2010.4.9．名古屋市

11.

中根康博、川上守、延與良夫、岩崎正文、吉田宗人：若年者における腱板関節面不全断裂が主要因と考えられた反復性肩関節前方不安定症の

治療経験．第 114 回中部整形災害外科学会，2010.4.9，名古屋

12.

高見正成、納田和博、阪中淳也、中村正亨、山田宏、吉田宗人：高エネルギー外傷における全脊柱CT の有用性．第 114 回中部日本整

形外科災害外科学会学術集会.2010.4.9, 名古屋市

13.

高見正成、西秀人、岩崎博、納田和博、阪中淳也、吉田宗人：高エネルギー外傷におけるfloating spineの検討．第 115 回中部日本整形外

科災害外科学会学術集会.2010.9,大阪市

14.

納田和博、松崎交作、船岡信彦、遠藤徹、平一裕、山崎悟、勝田紘史：強直股に対して two-incision 　 approach による人工股関節置

換術を施行した 2 例．第 7 回和歌山最少侵襲整形外科フォーラム,2010.1.和歌山

15.

宮崎展行，南晋司，坂田亮介，綿貫匡則，中谷匡登，三宅悠介，吉田宗人: スーチャーアンカーを用いた反復性膝蓋骨脱臼に対する



MPFL 再建術．第 7 回和歌山最小侵襲整形外科（MIOS ）フォーラム， 2010.1.23 和歌山市

16.

宮崎展行，簗瀬能三，南晋司，坂田亮介，綿貫匡則，吉田宗人: TKA 後の膝蓋骨再置換症例の術後成績．第114 回中部日本整形災害

外科学会， 2010.4.9-10 ．名古屋市

17.

宮崎展行，南晋司，坂田亮介，綿貫匡則，中谷匡登，三宅悠介，吉田宗人：術前アンケートによるTKAへの期待度調査．第115 回中部日

本整形災害外科学会， 2010.10.8-9 ．大阪市

18.

木岡雅彦 , 中川幸洋 , 橋爪洋 , 南出晃人 , 筒井俊二 , 岩崎博 , 長田圭司 , 石元優々 , 岡田基弘 , 山田宏 , 吉田宗人 : 胸椎

黄色靭帯骨化症術後に発症した脊髄血管腫の１例. 　第 78回和歌山医学会総会.2010.7.

19.

金川建彦、木下裕文、平野三好、大宝英矢：長管骨締結後偽関節を生じた2 例．第 78回和歌山医学総会，2010.7.和歌山市

20.

金川建彦、木下裕文、平野三好、大宝英矢、中川幸洋、吉田宗人：両側発生の腰椎椎間．関節嚢腫に対し内視鏡下片側進入両側摘出術を行っ

た 1 例．第 7 回和歌山 MIOS 研究会， 2010.1.和歌山市

21.

北野岳史，谷口泰徳，岩田勝栄，下江隆司，浅井宣樹，吉田宗人：神経周囲の脂肪肥大が原因となった肘部管症候群の1 例．第 114 回

中部整形外科災害外科学会， 2010.4. 名古屋

22.

北野岳史，谷口泰徳，岩田勝栄，三宅悠介，吉田宗人：神経内ガングリオンによる足根管症候群の1 例．第 20回和歌山県整形外科医会学

術集会，2010.2.和歌山

23.

中谷匡登，宮崎展行，南晋司，坂田亮介，綿貫匡則，神埜聖冶，三宅悠介，吉田宗人：THA術中大腿骨骨幹部骨折に対する LCP

Periprosthetic screw の使用経験．第 78回和歌山医学会総会，2010.7.11 ．和歌山市

24.

中谷匡登，宮崎展行，南晋司，坂田亮介，三宅悠介，吉田宗人：骨セメント使用に対する麻酔科医の意識調査．第115 回中部日本整形災害

外科学会， 2010.10.8-9 ．大阪市

25.

長田圭司、河合将紀、山田宏、橋爪洋、吉田宗人：選択的神経根造影が不可能であった外側型腰椎椎間板ヘルニアの1 例．和歌山医学会，

2010.7.和歌山

26.

長田圭司、河合将紀、山田宏、橋爪洋、南出晃人、中川幸洋、岩崎博、筒井俊二、木岡雅彦、石元優々、瀧口登、吉田宗人：硬膜骨化を伴っ

た膨隆型胸椎黄色靭帯骨化症に対して骨化浮上術後に硬膜形成術を行った1 例 . 　京阪神集談会，2010.9.大阪

27.

西山大介 , 浜崎広洋 , 松本卓二 , 下江隆司 , 寺口真年：上膝蓋アプローチを用いた脛骨髄内釘の治療経験(Extension nailing of tibia).

第 20回和歌山県整形外科医会学術集会,2010.2.28.和歌山

28.

西山大介 , 浜崎広洋, 栗本公博, 松本卓二, 下江隆司, 寺口真年：伸展位上膝蓋アプローチを用いた脛骨髄内釘の治療経験. 第 115

回中部日本整形外科災害外科学会,2010.10.9.大阪

29.

太田泰宏：後頭骨環椎癒合症に環軸椎亜脱臼を合併した1 例 . 第 78回　和歌山医学， 2010.7,和歌山

30.



神埜聖治、宮崎展行、南晋司、坂田亮介、綿貫匡則、中谷匡登、三宅悠介、吉田宗人：過去にKiel bone graft が行われた人工股関節置換

術の 1 例．第 78回和歌山医学会総会，2010.7.和歌山

31.

神埜聖治、宮崎展行、簗瀬能三、綿貫匡則、三宅悠介、吉田宗人：汎下垂体機能低下症が原因と考えられた両側変形性股関節症の一例．第

115 回中部日本整形外科災害外科学会学術集会，2010.10.大阪

32.

下江隆司, 谷口泰德, 岩田勝栄, 北野岳史, 浅井宣樹, 吉田宗人 : キーンベック病に合併した長母指屈筋腱皮下断裂の１例. 第

114 回中部日本整形外科災害外科学会,2010.4.9. 名古屋

33.

下江隆司, 谷口泰德, 岩田勝栄, 北野岳史, 浅井宣樹, 寺口真年, 吉田宗人 : Bado 分類不能のMonteggia骨折の 1 例 . 第

114 回中部日本整形外科災害外科学会,2010.4.9. 名古屋

34.

下江隆司 , 浜崎広洋 , 松本卓ニ , 西山大介 , 寺口真年  : 乳児に発生した中指基節骨頚部骨折の1 例 . 第 78回和歌山医学会総

会 ,2010.7.11. 和歌山

35.

下江隆司 , 谷口泰德 , 北野岳史 , 浅井宣樹 , 原田悌志 , 吉田宗人  : 足趾骨折に合併した稀なmicrogeodic diseaseの 1 例 . 第

115 回中部日本整形外科災害外科学会,2010.10.8. 大阪

36.

下江隆司, 谷口泰德, 北野岳史,  山中学 ,  曽根勝真弓 , 吉田宗人 : 片側肥大症に発生した手根管症候群の1 例 . 第 115 回

中部日本整形外科災害外科学会,2010.10.9. 大阪

37.

下江隆司 , 谷口泰德  , 北野岳史,  山中学 ,  曽根勝真弓 , 吉田宗人  : 片側肥大症に合併した手根管症候群の1 例 . 第 96回日

本形成外科学会関西支部学術集会,2010.12.4. 大阪

38.

下江隆司 , 谷口泰德 , 岩田勝栄 , 三宅悠介 , 吉田宗人  : Kienböck病に合併した長母指屈筋腱皮下断裂の１例. 第 20回和歌山県整

形外科医会 ,2010.2.28. 和歌山

39.

三宅悠介，宮崎展行，南晋司，坂田亮介，綿貫匡則，中谷匡登，吉田宗人：関節鏡視下に摘出した膝関節内ガラスの1 例．第 7 回和歌山

最小侵襲整形外科， 2010.1.23 ，和歌山市

40.

三宅悠介，宮崎展行，南晋司，坂田亮介，綿貫匡則，中谷匡登，神埜聖治，山口耕史，吉田宗人：多数の米粒体を伴った人工骨頭術後感染の

1 例．第 78回和歌山医学会総会，2010.7.11 ．和歌山市

41.

浅井宣樹，江川弘光，石口明，舟津稔博：指基節骨・中手骨の保存的治療法～MP 関節屈曲位での早期運動療法 ナックルキャスト～．和

歌山最小侵襲整形外科研究会，2010.1.和歌山

42.

浅井宣樹，江川弘光，石口明，舟津稔博：第４、５ＣＭ関節脱臼の1 例．第 78回和歌山医学会総会，2010.1.和歌山

43.

浅井宣樹，江川弘光，石口明，舟津稔博：Tilt Positionerを用い Condylar Stabilizing法にて治療した橈骨遠位端骨折の小経験．第20回

和歌山県整形外科医会,2010.2.和歌山

44.

岡田紗枝，佐々木俊二，山崎悟，安藤宗治，峠康，麻殖生和博，北野岳史，太田泰宏，玉置哲也: 電撃傷により生じた両側大腿骨頸部骨折



の 1 例．第 430 回整形外科集談会京阪神地方会．2010.06.19.大阪

45.

籠谷良平 , 中谷如希 , 林未統 , 直川秀樹 , 福井大輔 , 山田宏：内視鏡にて治療可能であった破壊性脊椎関節症の1 例．第 78回和

歌山医学会総会 ,2010.7.11. 和歌山

46.

寺口真年 , 浜崎広洋 , 松本卓二 , 西山大介 , 下江隆司：腸腰筋膿瘍に続発した化膿性股関節炎の１例. 第 114 回中部日本整形外科

災害外科学会 ,2010.4.9-10. 名古屋

47.

寺口真年 , 浜崎広洋 , 松本卓二 , 西山大介 , 下江隆司：大腿骨転子部骨折に対するInterTAN の使用経験 . 和歌山医学学会 ,

2010.7.11.和歌山

48.

寺口真年 , 浜崎広洋 , 松本卓二 , 西山大介 , 下江隆司：大腿骨転子部骨折に対するInterTAN の使用経験 . 第 115 回中部日本整

形外科災害外科学会 ,2010.10.8-9. 大阪

49.

中村憲太 , 山田宏 , 吉田宗人 , 籠谷良平 , 木浦賀文：腰下肢痛を主訴とし診断に難渋した仙骨insufficient fractureの一例．第 78回

和歌山医学会総会,2010.7.11. 和歌山

50.

辻本修平、谷口泰徳、岩田勝栄、北野岳史、中谷匡登、吉田宗人：膝蓋骨骨折術後の皮膚壊死に対して上外側膝動脈皮弁による再建を行った

1 例．第 115 回中部日本整形災害外科学会，2010.10.9 ．大阪市

51.

辻本修平、谷口泰徳、岩田勝栄、北野岳史、中谷匡登、吉田宗人：膝蓋骨骨折術後の皮膚壊死に対して上外側膝動脈皮弁による再建を行った

1 例．第 78回和歌山医学会総会,2010.7.11. 和歌山

52.

山中学，宮崎展行，坂田亮介，南晋司，綿貫匡則，中谷匡登，三宅悠介，神埜聖治，吉田宗人：Hypermobile lateral meniscusに対して

Fast-fix®を用いた 1 例．第 78回和歌山医学会総会，2010.7.11 ．和歌山

53.

久保井勇樹 , 山田宏 , 岩崎博 , 木岡雅彦 , 西秀人 , 阿部唯一 , 吉田宗人：術中モニタリングが有効であった脊椎手術の1 例

第 78回和歌山医学会総会,2010.7.11. 和歌山

54.

久保井勇樹 , 中川幸洋 , 南晋司 , 山田宏 , 吉田宗人 , 北裏清剛：硬膜外に生じた反応性肉芽腫による腰部脊柱管狭窄症の1 例．

第 115 回中部日本整形災害外科学会，2010.10.9 ．大阪市

d) その他 ( 研究会等 )

1. 吉田宗人，山田宏，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，岩崎博，筒井俊二，峠　康：脊椎内視鏡手術， VATS， PELD ，

手関節鏡実習　和歌山県立医科大学整形外科学教室　脊椎内視鏡 cadaver seminar , 2010. 1. 31, 和歌山

2. 吉田宗人，中川幸洋，河合将紀，豊根知明，蜂谷裕道，佐藤公治：腰椎模型を用いた脊椎広報内視鏡手術実習．第1 回和歌の浦低

侵襲脊椎外科セミナー .2010.6　和歌山市

3. 吉田宗人：日本整形外科学会　第 12回脊椎内視鏡下手術・技術講習会　講義「総論」 2010.11

4. 吉田宗人：ラジオ「痛いの・痛いの・飛んでけ！」　和歌山放送　月 1 回放送

5. 吉田宗人，中村博亮，長谷川 徹，三浦恭志：脊椎内視鏡手術の現状と展望． Arthritis- 運動器疾患と炎症— 8 巻 3 号，

pp185-197， 2010

6. 吉田宗人：大人の健康—脊椎内視鏡手術の第一人者—．名医・名院、ここにあり．日刊ゲンダイ2010.3.11



7. 吉田宗人，八木省次，伊藤不二夫，出沢 明：足腰のしびれ・痛みは脊椎ドックで原因究明をーせぼね医学の最前線．讀賣新聞

2010.5.30

8. 吉田宗人：病院の実力—腰・首の手術 低侵襲治療が大半．讀賣新聞 2010.12.5

9. 岡安勤：脳性麻痺の変形拘縮に対する保存療法　フェノールブロックとボトックス注射. 　日本脳性麻痺ボツリヌス療法研究会・

和歌山勉強会， 2010.2.27 ．和歌山
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橋爪洋、吉田宗人、吉村典子：高齢者運動器疾患（腰痛・膝痛・転倒）予防のためのビデオ体操プログラムの開発 —介入 3 ヶ月の成績

について．厚生労働科学研究（長寿科学総合研究事業）膝痛・腰痛・骨折に関する高齢者介護予防のための地域代表性を有する 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模 住民コホート追跡研究（ H-20－長寿－一般－ 009 ）第二回班会議、 2010.11, 東京
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石口明：高齢者の脊椎変形―とくに脊柱後彎症、腰椎変形側彎症について―. 第 26回和歌山脊椎脊髄外科フォーラム, 2010.7.9, 和歌山

14.

南出晃人：脊椎内視鏡手術の適応と有用性. 京大脊椎外科若手の会 . 2010. 5. 8. 大阪市

15.

南出晃人：高齢者のロコモティブシンドローム－腰痛を中心に. セレコックス LBP追適講演会 . 2010. 5.20. 御坊市

16.

河合将紀：脊椎内視鏡手術の概念と基本操作, カダバセミナー 2009, 2010. 1. 31, 和歌山

17.
河合将紀：内視鏡下腰椎椎間板ヘルニア摘出術(MED) の手技とポイン , 　第１回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー, 2010.6.11-

12, 和歌山

18.

河合将紀：脊椎内視鏡手術の概念と基本操作, 第１回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー, 2010.6.11-12, 和歌山

19.

中根康博 : Depuy Mitek Shoulder Cadaver Workshop. ハワイ大学 . 2010.7.13-17. Hawaii

20.
宮崎展行：大腿骨頚部前捻角とステム前捻角との関連. 第 18回 Hip Forum.2010.7.24. 鳥羽市

21.

大宝英矢：膝の痛みについて．那賀地区市民公開講座.2010.8.紀の川市

22.

金川建彦：骨粗鬆症の治療．那賀薬剤師会研修会.2010.6.紀の川市

23.
谷口亘 , 中塚映政, 宮崎展行, 阿部唯一, 峰巨 , 藤田亜美, 熊本栄一, 吉田宗人： In vivo パッチクランプ法を用いた脊髄内

ドパミン作動性神経系の機能解析．第32回脊髄機能診断学研究会．2010.2,東京
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谷口亘 , 中塚映政 , 瀧口登 , 海戸弥恵 , 西尾尚子 , 吉田宗人 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in vivo patch-clamp法を用いた解析 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26.
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研究費交付状況
1. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業　分担研究者　吉田宗人：脊柱靱帯骨化症に関する調査研究

2. 厚生労働科学研究費補助金長寿科学総合研究事業　分担研究者　吉田宗人：膝痛・腰痛・骨折に関する高齢者介護予防のための地域代

表性を有する大規模住民コホート追跡研究

3. 厚生労働科学研究費補助金長寿科学総合研究事業　分担研究者　吉田宗人：腰痛の診断、治療法に関する研究「腰部脊柱管狭窄症の診

断・治療法の開発」

4. 平成 22年度科学研究費補助金（基盤研究(C) ）　代表研究者　吉田宗人：脊髄損傷細胞死における G1uR2 の関与について

5. 平成 22年度科学研究費補助金（基盤研究(C) ）　代表研究者　山田宏：腰部脊柱管狭窄症の発症要因の解明：車両搭載型 MRIを

用いた地域住民コホート研究

6. 平成 22年度科学研究費補助金（若手研究(B) ）　代表研究者　谷口亘：In vivo パッチクランプ法を用いたドーパミン下行性疼痛

抑制系の解明

7. 平成 22年度特定研究助成プロジェクト　吉田宗人：疼痛に対する生体反応

8. 平成 22年度特定研究助成プロジェクト　山田　宏：疼痛に対する生体反応

9. 平成 22年受託研究（和医大総第B-22014号）吉田宗人：高齢者運動器疾患予防対策事業に係る運動プログラム開発


